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黒鮎観測を省みて

大　　石　　辰　　次

　緒　言　私が現在回避な器械を使って黒貼の連績観測を行って居る根本的な

思想を啓等してくれた者は，次の諸氏の言葉である．帥ち：

　“如何にすれば我々小望遠鏡の所有者が上界に重要なる仕事をなす事が出來

るか？一，實に此の太陽槻測，特に黒黒の槻測は，大望遠鏡によって一時的

になされた親測よりも，小望遠鏡によって長年月にわたってなされた観測の方

がはるかに贋値があるのである．”　（中村要氏）

　“さり乍ら，アマチ、、アと難も，或る一定の特殊のものを挽ます研究すれば，

或る限度迄の成功は期し得るのである・”　（射場保昭氏）

　“現在所有する器械を徹底的に，頗る徹底的に，利用することに在るのを悟

るに至るのである．一一一槻測者は決して軍なる観測器械の番人ではないのであ

る．”　（吉田正太郎氏）

　初期の観測　天：文趣味を感じて，約7年間は所謂老眼鏡と雨凸レンズの手製，

倍率20倍前後のものにて，星霧や漕手の観望には十分満足をして居ったが，次

第に色消レ’ンズの憧憬を増し，順次五藤光學製のウラノス號を完備し，中村氏

の言に門門されて，“肉牛にて黄道光，レンズにて即戦”と定め，1935年七月14

目4群IO個の目測を緒となし，今日に及夕で居る・

　其の年の7，8，’9月は，15粍オルソスコピ。ク・アイピ1ス，53倍を使って，漸

く14個の自測を得た．守れば，當時の，熱心さと，長期建設の精耐に極めて薄

弱であった事を痛感する．第1回より第153回までは，簡箪に覗V・て，何群何個

と記録するのみであった．

　次期の観測　同年の十月より，現在使用する64倍（12．5粍ミッテンッワィに攣

更したが，其はアイピ1スのバルサムの溶解と，アイ・レンズの大きい爲に，

澱の虞があったに依る．約10倍の増加は，槻測に際しては，殆ど差異は無かっ

た様であった．1936年六月14日（第154回）より，小型のスプリング・カ1ドに

黒黒占の大略の位置と難のみを記録する様に定め，勿論，時刻とシ1イングを並

記した．此の方法は，翌1937年一月17日（第265圓）まで績行された．次回，一

月28日より本會用太陽面経緯三十大の圓形を描き，目測によって，位置と各群

毎のスケッチを成る可く精細に記した．之は，大部分，圖設天文講座に稜表さ

れた三澤勝衛氏の方法を倣ったのである．私は，之れ以上の方法も考へす，現

在も之を働行して居る．彊いて理分を付くるならば，之れ以後を第三期と日は

んか．
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観測器械　有効経55粍，焦貼距離800粍，アクロマ1ト・レンズの経緯甕．製

作所は前記の五藤光學で，昭和9年の作である．接眼部に於て・64回目直観を

最も普通とするも，シ1イング悪き時には，薄いサン・グラスを使ったり，太

陽の高度の高い時に，グイヤゴナル・プリズムを用ひ，更：にサン・ダイヤゴナ

ルをも並用した．特に，後者の太陽際の光熱を除き，韓倒像を避け’而かも太

陽に直面し得て，割合に好都合な方法である．接眼部に種々の攣化（合計8種）

は，観測をより良くせんが爲の技巧であって，素人の場合には，極めて非難さ

れる可き事では無V・と思ふ．

観測に直面して　私は主として出勤前に襯測を敢行する，若し之の多忙な時間

を失ふと，二日は黒星に搾るので，最も理想的と日はれる槻測は，此の黙に先

づ大なる障害を受けるのである．申すまでもなく，出勤後に晴れ，怨めしv、日

もあり，其の二二な事情も自然と多い．或は，午後に天候回復し，家に急ぎ蹄

って，將に渡せん託りの太陽を捕へる時もある．

　琵に角，一の職を持ち，其の饒暇に仕事を完成するには，人知れぬ苦心を彿

ふものである．叉，初期には，斯様な世間に類のない趣味なれば，何分か遠慮

勝ちに爲さなければならぬ黙も勘からす，更に地上の樹木，建造平等に妨げを

受くるを常とする．

　シ1イング　時間的に束縛の多い事は，自つと，シ1イングの撰揮に制限を籐

儀なくされる。90％以上の早朝観測は，夏期は概して良好であるが・冬期は，

之に反して，不良の多い事である．

　當槻測地は，駿河二三岸に在りて，溝上の室氣暦に・季蔀的な・個有な特徴

ある事は疑はれない・＄」、は今後JLkの關係を究明し様と計書を建ててみる．

　最盛期の黒雲の殿賑振りは，心行くまでスケッチをしたい時でも，時間の纏

過は誠にじれったい程で，“こんな日にはシ1イング悪しい爲，あっさり出來る

といV・がな”と，横着な氣になる事もある．

　k項に付て　同一の報告を東京にも邊る．此方は・個々の西表は先づ無レ・と言

はれるが，k項の決定は，私の報告の1937ai一一一月よりである．ユ938年一～三月

の分は，未着の故をもつて決定がなかった．
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之の齪調な数字の増減は，槻測方法，特に黒黒占数の決定法に差異を持ち，之が

最も頻繁に起るか否かによってk項の流動が惹起されるわけである．然し，私
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は，k項の如何は，連績襯測の生命を傷け，叉は其の高値を左右し得るもので

ないと信ずる．

観測破緒
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　相引敏　最後の目的は之に極まる．太陽活動を表示する之の数字は，正確な

る観測を基礎として確立される響きである．前記の如き成績にて，更に進んで

グラフ化し得るものは20ケ日以上の7ケ月に止り，素人の者として寛大に取扱

ふならば，16ケ日以上の15ケ月が危く之に該饗する．三澤氏の彼の優秀なる槻

弓に比較するならば，私の結果は，三十自失の感を否まれない．

　私が観測帳を調べて見ると，開始以來三分を全然認めなかったのは，開始の

月，2Pち七月30日目一日しかなかった．亦，之に反して，一封数の高かったの

は1937年八月4日で，15群113個，自口ち263であった．個歎の方面から見ても，同

日が最高であった．15群以上を認めたのは，同日と，1936年十一・月6日の爾臼

のみが15丁目数へられた．
　　　　　　　　　　　　　　　　　ロ　更に，私は，各月の最高と最低を注意して居るが，其の差は相當の幅を持ち
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之より推察して考へる時，観測日数の不振は，相封数算出に際して，如何に胃

瞼であるかを物語るのである．特に1937年八月に凡ては，4日は263を数へ，19

日には67に降り，其の差は196であった．尤も之は最：も甚だしい例で，観測日

華　17ケ日の李均134であった，最絡の1939年十二月は，差は最も少く・37でφ
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　上の表は，各月の相函数の最高最低の差を表としたものである．各年の直筆

を調べると：

1935年
1936

1937

1938

1939

57

X2

p
麗
認

　
　
1

）1ミ均相掛駈

　　tt

　　’ノ

　　tt

　　v

犯
η
2
8
銘
㎎

　
　
1

李均相射数は，私の槻測より算出したものであるが，活動期は振幅も大きい事

が見られる．

結び　初に期した目的も，十分に達し得す，雑然となって了つた．今まで

の眞劒な氣持で眠した此の槻測も，所謂幽界の，或は協調の役員課員に報告を

邊れば萬事踊れりと致すべきではない．己が得た並ならぬ苦心の結果は，自分

で此を氣の向いた方面から検討して見て，己が者にして完全する．我々は素人

であって，専門家でないが，素人には其自身の適幽した方法と研究があり得る

と信じる．

　粗末乍ら，斯うして文に綴って見ると，今更乍ら我が微力なる事と，前途の

遼遠と，L・暦の二二努力の必要をひしひしと感ずる．（終り）

“天　道樂”の　會

去る七月170，三岡縣島川町にて，Ltl本瞭L

來訪の機會に，清水眞一氏主催にて開くp


